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アジア沖積平野立地型都市郊外における循環型社会を基調とした都市
農村融合と戦略的土地利用計画
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アジア大都市の多くが河川下流の平野に立地し
ており、水田を転用する形で都市化が進む結果、
郊外では宅地と農地が混在化する。こうした場所
では、都市と農村が混在することのデメリットを最
小化し、メリットを最大化する方策の提示が不可
欠であるが、既存のアジア各国の都市計画制度
では限界がある。

事例4都市で土地利用と生物資源フロー
を把握、視覚化
堺市、マニラ、バンコク、天津において、青果物
生産フローと有機性廃棄物排出フローを現地調
査により把握、土地利用情報と合わせ地理情報シ
ステム上で視覚化した。

生物資源需給ポテンシャルを比較指標と
して抽出
各都市で図面成果を現行の計画制度と比較、必
要な改善点を指摘した。また、100-1000mグリッ
ドスケールで4都市の土地利用混在・資源需給バ
ランス図を作製、都市間比較する環境を調えた。

アジア4都市で生物資源に着目し、都市農村間
の資源の流れ、土地利用や資源処理施設など
の空間分布を把握する。その後、地理情報シス
テムを用いて資源循環効率を高め、かつ循環プ
ロセスを通じて排出される二酸化炭素の総量削
減にも寄与する都市農村混在型の土地利用計
画を示す。

代表論文：Applied Geography, 41, 195-206, (2013)

アジア発の土地利用混在型モデルを提示、
アジア各国の土地利用・施設計画において
日本のプレゼンスが向上する。日本のソフト・
ハードインフラが、途上国都市の環境改善に

寄与する。日本の社会技術の現地規準化も
期待される。

マニラ首都圏郊外における土地利用制度上は住宅地
である空地に多く分布する菜園の抽出例

マニラ首都圏郊外における野菜需給バランス。公刊統計には
表出しない空地を利用した菜園で生産される野菜が住民の需
要を満たしている。


